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制限時間：1時間30分 2023年6月施行 

第1問(20点) ●印各2点×10ヶ所 

[問1] 

日ビ工業株式会社の山形工場では，本社会計から工場会計を独立させている。材料倉庫は工場内にあるが，材料購入代金などの支払

関係は本社が行っている。また，完成した製品は直ちに本社へ送付している。当月中の一部取引について，工場側で行われる仕訳を示

しなさい。なお，使用する勘定科目は下記の中から適切な科目を選択し，それ以外は使用しないこと。 

[勘定科目] 

材 料  賃 金 給 料  製 造 間 接 費  仕 掛 品  本 社 

1．材料550,000円を掛で購入し，検品のうえ材料倉庫に受け入れた。なお，購入にあたり引取運賃10,000円が発生している。材料の 

購入原価は，購入代価に引取運賃の実際発生額を加算して算定している。 

2．材料500,000円を消費した。なお，内訳は直接費460,000円，間接費40,000円であった。 

3．工場で労働力720,000円を消費した。なお，内訳は直接費610,000円，間接費110,000円であった。 

4．製造間接費820,000円を予定配賦した。 

5．製品1,790,000円が完成した。 

 

  仕 訳  

借 方 科 目 金 額 貸 方 科 目 金 額  

1 材 料 560,000 本 社 560,000 ● 

2 
仕 掛 品 

製 造 間 接 費 

460,000 

40,000 

材 料 

 

500,000 

 
● 

3 
仕 掛 品 

製 造 間 接 費 

610,000 

110,000 

賃 金 給 料 

 

720,000 

 
● 

4 仕 掛 品 820,000 製 造 間 接 費 820,000 ● 

5 本 社 1,790,000 仕 掛 品 1,790,000 ● 

 

[問2] 

日ビ工業株式会社の長崎工場では，2つの製造部門(切削部と組立部)と1つの補助部門(動力部)を有しており，製造間接費の計算には

部門別計算を採用している。下記資料に基づき仕訳を示しなさい。なお，使用する勘定科目は下記の中から適切な科目を選択し，それ

以外は使用しないこと。 

[勘定科目] 

切 削 部 費  仕 掛 品  売 上 原 価  製造部門費配賦差異  動 力 部 費 

組 立 部 費  製 品  賃 金 給 料  製 造 間 接 費  材 料 

1. 製造部門費を直接作業時間基準により予定配賦した。なお，予定配賦率は切削部が410円/時間，組立部が400円/時間であり，当月

の実際直接作業時間は切削部が2,220時間，組立部が2,050時間であった。 

2. 製造間接費実際発生額1,740,000円を部門別に分類集計した。なお，第1次集計額は切削部が740,000円，組立部が680,000円，動

力部が320,000円であった。 

3. 動力部に集計された第1次集計額を，切削部と組立部に対して6:4の割合で配賦した。 

4. 切削部において製造部門費配賦差異を計上した。 

5. 組立部において製造部門費配賦差異を計上した。 

 

  仕 訳  

借 方 科 目 金 額 貸 方 科 目 金 額  

1 
仕 掛 品 

 

1,730,200 

 

切 削 部 費 

組 立 部 費 

910,200 

820,000 
● 

2 

切 削 部 費 

組 立 部 費 

動 力 部 費 

740,000 

680,000 

320,000 

製 造 間 接 費 

 

 

1,740,000 

 

 

● 

3 
切 削 部 費 

組 立 部 費 

192,000 

128,000 

動 力 部 費 

 

320,000 

 
● 

4 製造部門費配賦差異 21,800 切 削 部 費 21,800 ● 

5 組 立 部 費 12,000 製造部門費配賦差異 12,000 ● 
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制限時間：1時間30分 2023年6月施行 

第2問(20点) ●印各2点×10ヶ所 

日ビ工業株式会社の福岡工場では，単純個別原価計算を採用している。下記資料に基づき各問に答えなさい。 

 

 1. 当月の製造に関するデータ 

指図書番号 ＃103 ＃201 ＃202 ＃203 指図書番号なし 

材 料 消 費 量 ― 1,250kg 1,350kg 1,000kg 1,280kg 

直接工の作業時間 320時間   600時間   640時間   480時間   350時間 

備  考 前月着手・当月完成 当月着手・完成 当月着手・完成 当月着手・未完成 ― 

注：直接材料は製造着手時に全量投入される。 

 

2. 材料費は予定消費価格700円/kg，直接工の労務費は予定消費賃率800円/時間にて計算している。 

 

 3. 製造間接費は直接作業時間を基準に予定配賦しており，年間製造間接費予算額は29,520,000円，年間予定直接作業時間は24,600時

間である。 

 

4. 当月の製造間接費実際発生額は1,980,800円であった(上記より判明するものを除く)。 

 

[問1] 当月の原価計算表を作成しなさい。 

 原 価 計 算 表 (単位：円) 

指 図 書 番 号 ＃103 ＃201 ＃202 ＃203 合 計 

月初仕掛品原価 1,170,000 － － － 1,170,000 

直 接 材 料 費 － ●  875,000 945,000 700,000 2,520,000 

直 接 労 務 費 256,000 480,000 ●  512,000 384,000 1,632,000 

製 造 間 接 費 384,000 720,000 768,000 ●  576,000 2,448,000 

合  計 1,810,000 2,075,000 2,225,000 1,660,000  7,770,000 

備  考 完 成 完 成 完 成 未完成 － 

 

[問2] 当月の仕掛品勘定を作成しなさい。 

  仕 掛 品 (単位：円)  

 前 月 繰 越   1,170,000    製 品 (  6,110,000 )  

 材 料 ( ● 2,520,000 )   次 月 繰 越 ( ● 1,660,000 )  

 賃 金 (  1,632,000 )    
 

     

 製 造 間 接 費 ( ● 2,448,000 )         

  (  7,770,000 )    (  7,770,000 )  

 

[問3] 当月の製造間接費勘定を作成しなさい。 

  製 造 間 接 費 (単位：円)  

 間 接 材 料 費 (  196,000 )   仕 掛 品 (  2,448,000 )  

 直接工間接賃金 ( ● 280,000 )   製造間接費差異 ( ● 8,800 )  

 そ の 他 間 接 費   1,980,800           

  (  2,456,800 )    (  2,456,800 )  

 

[問4] 固定予算を前提として，当月の製造間接費差異を予算差異と操業度差異に分析しなさい。なお，( )内には借方差異であれば『借

方』，貸方差異であれば『貸方』と明示すること。 

 

予 算 差 異 ● 3,200 円 ( 貸方 )  操 業 度 差 異 ● 12,000 円 ( 借方 ) 
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第3問(20点) ●印各2点×10ヶ所 

日ビ工業株式会社の岐阜工場では，累加法による実際工程別単純総合原価計算を採用している。製品は，第1工程の始点で材料を投入

し加工を行い，第2工程の始点で第1工程完了品を全量投入し加工を行い完成する。また，月末仕掛品の評価方法は先入先出法を採用し

ている。下記資料に基づき各問に答えなさい。 

 

1. 生産データ 

  第 1 工 程   第 2 工 程   

月初仕掛品  400kg (2/5)  500kg (4/5)  

当 月 投 入  1,900     2,100     

合 計  2,300kg   2,600kg   

正 常 減 損  ―   100   (終点)  

月末仕掛品  200   (1/2)  400   (1/2)  

当月完成品  2,100kg   2,100kg   

注：(1) ( )内は仕掛品の加工進捗度および減損の発生点を示す。 

(2) 正常減損は全て当月着手分から生じたと仮定する。 

(3) 正常減損費は度外視法により処理し，完成品のみに負担させること。 

 

2. 原価データ 

(1) 月初仕掛品原価     (2) 当 月 製 造 費 用    

 第 1 工 程  第 2 工 程   第 1 工 程  第 2 工 程 

直 接 材 料 費 152,340円  ―  直 接 材 料 費 721,620円  ― 

加 工 費 69,140円  386,220円  加 工 費 854,760円  1,900,000円 

前 工 程 費 ―  400,850円  前 工 程 費 ―  ？  円 

 

[問1] 当月の工程別総合原価計算表を完成させなさい。 

     工程別総合原価計算表     （単位：円） 

 

第 1 工 程 第 2 工 程 

直接材料費 加 工 費 合 計 前 工 程 費 加 工 費 合 計 

月初仕掛品原価 ● 152,340   69,140   221,480   400,850   386,220   787,070  

当 月 製 造 費 用  721,620   854,760   1,576,380  ● 1,680,000   1,900,000   3,580,000  

合  計  873,960   923,900   1,797,860   2,080,850   2,286,220   4,367,070  

月末仕掛品原価 ● 75,960   41,900   117,860   320,000  ● 190,000   510,000  

完成品総合原価  798,000  ● 882,000   1,680,000  ● 1,760,850   2,096,220   3,857,070  

完成品単位原価  ＠  380     ＠  420    ● ＠  800   ＠  838.5  ＠  998.2 ● ＠ 1,836.7  

 

[問2] 下記の仕訳を示しなさい。なお，使用する勘定科目は下記の中から適切な科目を選択し，それ以外は使用しないこと。 

[勘定科目] 

加 工 費  第1工程仕掛品  製 品  第2工程仕掛品  材 料 

  1．第1工程完成品総合原価を第2工程仕掛品勘定へ振替える仕訳 

  2．第2工程完成品総合原価を製品勘定へ振替える仕訳 

 

（単位：円） 

  仕 訳  

借 方 科 目 金 額 貸 方 科 目 金 額  

1 第2工程仕掛品 1,680,000 第1工程仕掛品 1,680,000 ● 

2 製 品 3,857,070 第2工程仕掛品 3,857,070 ● 
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第4問(20点) ●印各2点×10ヶ所 

日ビ工業株式会社の三重工場では，標準原価計算を採用しており，仕掛品勘定の記入にはパーシャル・プランを用いている。下記資

料に基づき各問に答えなさい。なお，能率差異は標準配賦率により計算すること。 

 

1. 標準原価カード(製品1個あたり) 

摘 要  標準消費量  標 準 価 格  金 額 

直 接 材 料 費  8 kg  500円/kg  04,000円 

直 接 労 務 費  4 時間  900円/時間  13,600円 

製 造 間 接 費  4 時間  800円/時間   3,200円 

合 計      10,800円 

注：当社は公式法変動予算を採用し，製造間接費を直接作業時間基準により標準配賦している。なお，変動費率は300円/時

間，年間固定製造間接費予算額は192,600,000円，年間予定直接作業時間は385,200時間である。 

 

2. 生産データ                   3. 実際原価データ 

月初仕掛品 1,200個 (1/2)  直接材料費 33,357,900円 (実際消費量 66,450kg) 

当 月 投 入 8,300個   直接労務費 28,739,880円 (実際直接作業時間 32,040時間) 

合 計 9,500個   製造間接費 25,682,000円 

月末仕掛品 1,500個 (2/5)  

当月完成品 8,000個  

注：(1) 直接材料は工程の始点で全量投入される。 

(2) ( )内は加工進捗度を示す。 

 

［問1］当月の完成品原価，月末仕掛品原価，原価差異(総差異)を計算しなさい。なお，[  ]内には有利差異であれば『有利』，不利 

差異であれば『不利』と記入すること([問2]も同様とする)。 

 

完 成 品 原 価  ● 86,400,000 円  月末仕掛品原価  ● 10,080,000 円 

原 価 差 異  179,780 円 [ 不利 ]   

 

［問2］原価差異(総差異)の原因別分析を行いなさい。 

 

材料消費価格差異  ●  132,900 円 [ 不利 ] 材料消費数量差異 25,000 円 [ 不利 ] 

労 働 賃 率 差 異 ●   96,120 円 [ 有利 ] 労 働 時 間 差 異 ●  36,000 円 [ 不利 ] 

予 算 差 異 ●  20,000 円 [ 不利 ] 能 率 差 異 ●  32,000 円 [ 不利 ] 

操 業 度 差 異 ●  30,000 円 [ 不利 ]    

 

［問3］下記の仕訳を示しなさい。なお，使用する勘定科目は下記の中から適切な科目を選択し, それ以外は使用しないこと。 

［勘定科目］ 

材料消費価格差異  材 料  材料消費数量差異  仕 掛 品  製 造 間 接 費 

 1．直接材料消費に関する仕訳 

 2．直接材料費差異に関する仕訳 

（単位：円） 

  仕 訳  

借 方 科 目 金 額 貸 方 科 目 金 額  

1 仕 掛 品 33,357,900 材 料 33,357,900 ● 

2 
材料消費価格差異 

材料消費数量差異 

132,900 

25,000 

仕 掛 品 

 

157,900 

 
● 
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第5問(20点) ●印各2点×10ヶ所 

日ビ工業株式会社の富山事業部における下記資料に基づき，直接原価計算方式および全部原価計算方式の損益計算書を作成しなさい。

なお，期末棚卸資産の評価方法は先入先出法によること。 

1. 生産データ               2. 販売データ 

期首仕掛品  2,000kg (1/2)   期 首 製 品 1,000kg  

当 期 投 入  15,000    当期完成品 16,000  

合 計  17,000kg    合 計 17,000kg  

期末仕掛品  1,000 (4/5)   期 末 製 品 2,000  

当期完成品  16,000kg    当期販売品 15,000kg  

注：(1) 直接材料は工程の始点で全量投入される。 

  (2) ( )内は加工進捗度を示す。 

3. 原価データ 

期首仕掛品原価   当期製造費用  期首製品原価  

直 接 材 料 費 1,280,400円  直 接 材 料 費 9,591,000円 変動製造原価 1,169,800円 

変 動 加 工 費 524,300円  変 動 加 工 費 8,208,100円 固定製造原価 885,600円 

固 定 加 工 費 882,600円  固 定 加 工 費 13,894,520円   

4. 販売および一般管理活動に関するデータ 

製品1kgあたり売価 3,150円 

製品1kgあたり変動販売費 200円 

年間固定販売費 3,600,000円 

年間一般管理費(全て固定費) 4,260,000円 

        

 

直接原価計算方式の損益計算書 

 自Ｘ1年4月1日 至Ｘ2年3月31日 (単位：円) 

Ⅰ 売 上 高       (  47,250,000 ) 

Ⅱ 変 動 売 上 原 価           

 1．期 首 製 品 棚 卸 高  ( ● 1,169,800 )      

 2．当期製品製造原価  (  18,548,800 )      

    合    計  (  19,718,600 )      

 3．期 末 製 品 棚 卸 高  ( ● 2,318,600 )  (  17,400,000 ) 

  変 動 製 造 マ ー ジ ン      (  29,850,000 ) 

Ⅲ 変 動 販 売 費       ( ● 3,000,000 ) 

  貢 献 利 益      (  26,850,000 ) 

Ⅳ 固 定 費        

 1．加 工 費 ( ● 13,894,520 )      

 2．販 売 費 (  3,600,000 )      

 3．一 般 管 理 費 ( ● 4,260,000 )  (  21,754,520 ) 

  営 業 利 益    (  5,095,480 ) 

 

全部原価計算方式の損益計算書 

 自Ｘ1年4月1日 至Ｘ2年3月31日 (単位：円) 

Ⅰ 売 上 高       ( ● 47,250,000 ) 

Ⅱ 売 上 原 価           

 1．期 首 製 品 棚 卸 高  (  2,055,400 )      

 2．当期製品製造原価  ( ● 32,622,400 )      

    合    計  (  34,677,800 )      

 3．期 末 製 品 棚 卸 高  ( ● 4,077,800 )  (  30,600,000 ) 

  売 上 総 利 益      (  16,650,000 ) 

Ⅲ 販売費および一般管理費          

 1．販 売 費  ( ● 6,600,000 )      

 2．一 般 管 理 費  (  4,260,000 )  (  10,860,000 ) 

  営 業 利 益      ( ● 5,790,000 ) 
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